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短報染織文化財における白色刺繍糸に関する研究

占田澪代・水村光川

１．緒言

,li代から現代に至るまで，拝繩の刺繍は染織布を華麗に彩る為の砿笈な役割を担ってきているので

あるが，それらの中には，通常の絹繊維がいずれも経年変化によって戯褐変するにもかかわらず，数

I'1̅(|ﾐを経てなお輝くばかりの''1紺糸やそれに関連した各種の鮮りlな染色*ll糊糸が存在している。この

ような口絹糸を著者らは迪常の紺とlX別して古代白絹と名付けているが，その製法などの詳細につい

ては未だ不明のままとなっている。

しかしながら，「延喜式」の巻l･/,:,内蔵寮には生糸と共に練糸および''1糸という記載が何簡所に

もみられており'１，練糸が/|ｉ糸を灰汁で桁練した通常の紺糸を指しているとすれば，それとは別に|'｜

糸とl'fばれるものが存ｲＩＬたということになる。なお，天IIMIII服の馴にはILI紺という記俄があり，

｢令護解」の衣服令第十九には''1色を蚊'２位として天皇の服色と定めているユIOこれらを考･え合わせ

るとIIf代口絹は生糸を灰汁で桁練して得られる通常の練絹を川いたものではないと言えるであろう。

このような白絹に関するものと思われる伝承も幾つか存在するが，いずれも不確かなものに過ぎな

い。例えば薩摩・奄美地方ではI祭牢な白大島を得る方法としてｔ地の''1泥(j皇成分：指宿カオリン）

による処理が伝えられているが，先年の京都府織物指導所（現京都府織物・機械金属振興センター）

における試験の結果ではさしたる効果が認められなかったとのことであった。また，博多地方にも/I:

{i'ff(主成分：ピロガロールタンニン）からの何度目かの煎出液に波け込むことによって黄褐変しな

い''１紺糸が得られるという伝承があるが，これについても確かなことは分かっていない。著者らも剛

を解群する繰糸浴の中に犬然カオリン成分やタンニン類を加えると，セリシンが除去され易くなるこ

となどの効果があることを見出して繩告したが（木村ら１９８６:１９８７:1991):'!!1"',往時の繰糸の隙

にはあまり細_Lしたとも考え雌いｏ

そこで本報においては，一般に鮒の状態で保管しておけば踵!UIIﾊljit褐変しないことや,ll｢代''1紺が

雌撚りの糸をリ|き揃えた刺繍糸が多いことに着目して，繭の解好からｲi,'i打ちによるセリシン除去まで，

I火汁も含めて何も加えずに行なって雌撚りのり|き揃え糸とし,iﾐとして紫外分光反射スペクトルの変
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化からI1『代白絹糸の再現に関する研究を!式みた結果を服杵する。

２ ． 試 料

２．１供試糸試料

ノ|2IMIMおよび乾緬(８時l１ll,８()℃で'|吃煤したもの）

'lj版ﾉ|ﾐ糸(２４巾）

２．２参照試料
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' I j21 '4 IX() . l l ' l " j '地ｌ『i『松に凧川又様（刺鯏・梁2)

Photo.ll)in()11-('cimdPh()cnix.Slencil-小-eandembl･()idcl･1-()nwhile〃〃郭ィgl.oLInd

′ ' " (２N() .２１."Mj '地松111荊恢に偶I(』文様(1! l l f IM)

Pholo.２Pinelr()c,B(lml)()(),Chl･1･santhemumandBIIshCI(八'ｃｒ，ＬａｎｄｓｃａｐｅａｎｄＴｏｒｔｏｌｓｃ
Ｅｍｂｌ-()idcl-､'()I1bracksatinground.

N ( ) . l 白諭子地唐松に胤 IM文様（刺紺・梁 ) (写真 l )

紗綾形の白倫f地に，刺繍と州|ﾉじⅡI(咽染めで鹿のj食絞文様をよす技法）紗綾形の白倫子地に，刺繍と州|ﾉじⅡI(咽染めで鹿のj'L絞文様をよす技法）によって唐松と鳳1執をよ

している。平繍の唐松の''１央には金糸を用いた駒沽がされ，帷やかな様Ｉを見せている。

No .２黒糯子地松樅菊秋に鶴地文様(1 i l 1 " ) (写真２)

!､I,{色の締子地に,1'z繩で松・菊・枚が表わされるとともに，織岨文様の刺繍か施されている。そし
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て，ところどころに金糸をふんだんに川いて駒詰により笹文様が表されている

３．試料の調製

３．１繭層の分割

乾鯛を直径１cm程度に切り取り，表皮屑から内部盾まで５暦に分'il;llし，それぞれ試験に供した。

３．２繭の解野（生糸の作製）
１|臭鯛および乾繭をそれぞれ純水'|Ｉで煮繭し，手捲きで繰糸（７～８粒繰り，ケンネル撚り）した。

ﾉk鯛からの生糸を生糸ａ，乾關からの堆糸を生糸ｂとする。

３．４セリシンの除去（練り絹糸の作製）

li,'i打ちに対応するものとしてﾉk糸ａおよびｂを手操みした後，水洗し，古代白絹と同様にリ|き伽

えて試験に供した（生糸ａからの試料糸を糸A,生糸ｂからの試料糸を糸Ｂとする)。

３．４比較試料の作製

'ij販生糸をケイ酸カリウム（早稲災灰汁の韮成分）の１%水淋液'|1でＩl1熱処理（浴比l:３０,８０｡C,

30min)して糸Ａに航似した拭料（糸C)を作製し，同様にリ|き揃えて拭験に供した。

４．測定の方法

４．１紫外分光反射スペクトルの測定

ll立分光光度計U-3010型に６0の積分球付属測定装置を付設して，各試料の２00～400nmにおける

反射スペクトルを測定した。

４．２紫外線暴露による変化の測定

島津日光堅ろう度試験用フェードメーターを使用し，カーボンアーク（主波長380nm)にいずれ

も１４時間暴露して，反射スペクトルの変化を測定した。

５．結果および考察

紺フィブロイン繊維の紫外髄域における反射スペクトルの特徴は200～300nmにおける低い以射

率（!;,い換えれば，それだけ良く紫外線を吸収するということになる）と230nm辺りおよび255nm

辺りの２連ピークであるが，特に２述ピークはセリシンの付着や繊維の微細描造の変化などがあると

IﾘI碓なピークが認められなくなる。従って，紫外線暴露などによる影禅を弩察するにはスペクトル全

体の変化と同時に２連ピークの変化についても確かめる必要がある。セリシンの付着状況を見るため

に，胸の表皮暦および内部屑の砥ｆ顕微鏡（走査型電子顕微鏡(SEM)S-3500N日立製作所(株))に

よる観察をおこなった（写真３，４）。

例えば，繭の内部暦は写真４のように殆どフィブロイン繊維のみであるから２連ピークが明確に表

れている。これに対して，表皮1I,'iは写真３のようにセリシンの付着が多いので２連ピークが明確でな
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鯛の表皮I曾のセリシン付許状況
Ｔｈｅｓｅｒｌｃｌｎａｄｈｅｓｉｏｎｓｌｔｕａｔｌｏｎ
ｏｆｔｈｅｉｎｔｅｒｎａｌｌａｖｅｒｏｆａｃｏｃｏｏｎ

写真４繭の|ﾉ1部暦のセリシン付済状況
Ｐｈｏｔｏ､４Ｔｈｅｓｅｌ-ｉｃｉｎａｄｈｅｓｉｏｎｓｌｔｕａｔｌｏｎ

ｏｆｔｈｅｏｕｔｅｒｓｋｉｎｌａｖｅｒ（)ｆａｃｏｃｏｏｎ

写真３
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図１職の内部層の紫外反射スペクトル
Fig.１Ultravioletrefrectionspectrumoflheouterskinlayerofacocoon
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Ix１２鯛の表皮i画の紫外反射スヘクトル
Fig.２Ultravioletrefrectionspectrllmoftheinternallayel･ofacocoon
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くなっている。さらに紫外線繋蕗によって内部IYiでは２連ピークの明確さが減少し，スペクトル粂般

でも少し変化しているのに対し，表皮)IYiでは２述ピークが殆どｊi'j減し、３00～400nmにおいても大き

く変化して，セリシンに対する紫外線の影響が火きいことを示している(Ix１１,２)。

次に，生鯛と!|吃繭からの糸ＡとＢとでは反射スペクトルにあまり差異が認められず（Ｉｘｌ３），糸Ａ

については曲,l水中でセリシンを脱着させてもほぼ同じであった(IXI４)。また，紫外線暴撚の結果で

も両,蹄とも{!Y!かな変化が認められるのみであったのに対し(FI５),糸Ｃについては糸ＡおよびＢ

とかなり異なった反射スペクトルを与え，紫外線暴露の影響も大きいようであった（図６）。したがっ

て，糸Ｃの場合は見た|］や触感が同様であっても，紺繊維の微糸ll1構造の速いやセリシンの残留のた

め，糸ＡやＢとはIﾘjらかに異なるようであった。

さらに，参照試料としたNo.l白怖Ｉ地ルif松に鳳胤文様製の鳳凰の頚部n色刺繍糸部分（'７典

l) ,およびNo.２! ' l ,↓締子地松笹菊秋に鵺把文様裂の菊文様' '1色刺繍糸部分（写真２)について
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lx１３４ﾐ繭と乾燥繭からの糸の紫外反射スヘクトル
Fig.３U11ravioletrefrectionspectrumoftherawcoco()nandthcfI･ｅｓｈｃ()c()ｏｎ．
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Fig.４UltravioIcll-efrecti()nspectrumofthehandsorlreatinginhotwatcl･.
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IxI5紫外線暴露後の干採み糸と温水で処叩した糸の紫外反射スペクトル
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IxI６１%ケイ雌カリウムノki容液で処即したﾉ|号糸の紫外反射スペクトル
Fig.６[111-al-iolellでfrectionspectrumoftheihreadb]･106potassiumsilicateaq.

も反射スペクトルの測定を試みた結果，いずれも２述ピークの卿波俊側がIﾘI碓でなくなっていたが，

スペクトル全体としては現在の試料とほぼl,1棟であった（図７)。それに対して，比較の為に坂111"

珠強から供ノブされた'!li子線劣化紺布の雛蕗結果ではスペクトルや体が変化し,２連ピークも消滅して

いた(IxI8)。つまり，絹繊維は絲時変化が進むとこのように変画していき，蚊終的には繊維全体が

崩壊するのであろう。

これらの結果を総合して考えると，特に刺繍糸の場合の古代''1紺は碓繭または乾繭を浦浄な温水1'１

で解好して手で捲き｜ｚげた糸を雌撚りのり|き揃え糸として使用したものではないかと推定される。
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IXI７No.１白倫子地唐松に鳳胤文様とNo.２黒糯子地松笹菊萩に鶴岫文様の白糸部分の紫外反射スペクトル
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S tud ieson thewh i tes i l kembro ide ry th reads
in tex t i l ecu l tu ra l asse ts

M i voYOSH IDAandM i t s uoK IM I JRA

KobeWomen'sUni,･ersity,GraduateSchoolofLifeScience

２-lAoyama,HigashisumaSuma-ku,Kobe-city,Hyogo654-8585,Japan

ForthereprOductionofancientwhitesi lkwhichretainingst i l lwhitenessfromoldt imes,raw

si lkthreadsweremadefromfreshordesiccatedcocooninonlypurewaterwithoutlye.Al lmost

se r i c i non thcse rawth readswere remo Iedby rubb ingw i thhandsor t rea t i ng i nho twa te r.

Obta inedthreadswerearrangedwithouttwistfo l･theembroideryandtherawsi lkthreadon

themarketwastrcatedby l%potass iumsi l icateaq . (maincomponcntoflvc)forthecompar i -

sonsample.Then,a l l threadswereexposedtoultravio letrays(mainly380nm).Fromresultsof

measurementobtainedofultravioletrefrectionspectraofallthreads_Resultsofthethreadfrom

freshcocoonandthethreadfromdesiccatedcocoonwerenearlysameandthereweresl ight ly

transformedinultrav io letreflect ionspectrabytheexposit iontotheultrav io letrays ,Butthe

threadfromtreatedrawsi lkonthemarket叺了asI-ervdifferentfromabovethreadsandalsothe

ultrav io letreflectonspectrumgavedist incttransformat ion.Fromtheseresults , i tcanbeas-

sumedthattheancientwhites i lkhadbeenmadebVnear lvsamemethodofabovethreadfrom

freshcocoon
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